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審査結果の所見 

本研究の材料、測定、理論を分担する各研究メンバーには実績があり、

全体として強力な研究体制が組織されていると判断できる。純良なウラ

ン系試料を作成することができる機関は世界でも限られているが、本研

究は、これを実行できるメリットと多方面からの測定を最大限に活かし

た研究計画である。強磁性が超伝導をもたらす機構について明らかにな

れば、遷移金属系を含むより広汎な系を対象とした展開も期待できる。

 以上の理由により、基盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断

した。 

 


